
＜2025年度（１年目）＞

年 月 年 月 年 月 年 月 年 月

　　　　　（別紙１-１） ソフト事業経費内訳 2025.1.23

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度
（１年目） （２年目） （３年目） （４年目） （５年目）

交付対象事業経費【①】 36,560千円 32,570千円 32,570千円 0千円 0千円 101,700千円

交付対象事業における
ソフト事業経費【②】

26,560千円 32,570千円 32,570千円 0千円 0千円 91,700千円

交付対象事業における
施設整備・事業設備・備品

経費【③】
10,000千円 0千円 0千円 0千円 0千円 10,000千円

交付対象事業における施
設整備・事業設備・備品経

費比率【③/①】
27.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.9%

事業開始時期 事業終了時期 予算計上時期① 予算種別① 予算計上時期② 予算種別② 予算計上時期③ 予算種別③

2025 4 2026 3 2025 4 補正

交付対象事業経費 36,560千円

交付対象事業におけるソフト事業経費 要素事業数 3 計 26,560千円

ネイティブテキスタイル・ラボラトリー構築事業 関連するKPI ①、②、③、④

海外プロモーション事業 関連するKPI ①、②、④

小中学生向け人材育成事業 関連するKPI ⑤、⑥

交付対象事業における施設整備・事業設備・備品経費 要素事業数 1 計 10,000千円

ネイティブテキスタイル・ラボラトリー構築事業 関連するKPI
①、②、③、
④、⑤、⑥

地方公共団体別交付対象事業経費内訳

地方公共団体名 ソフト事業経費 施設整備・事業設備・備品経費 地方公共団体計

福岡県広川町 26,560千円 10,000千円 36,560千円

合計

全事業期間における本年
の位置付け

事業主体となる「ネイティブテキスタイル産地プロジェクト推進協議会」を発足、拠点となるラボラトリーを構築し、コラボレーターの誘
致を開始する。くわえて、次年度に向けた海外展示会への出展企画を準備する。

1 22,460千円

ラボラトリー施設を構築、企業や起業家などからコラボレーターを募り、滞在制作活動を誘致するとともに、新プロダクト創出に結び
つけるもの。また、デザイン資料やサンプル等を収集し、それらをアーカイブした英語・日本語の両方で閲覧出来るウェブサイトを構
築するもの。
・ネイティブテキスタイルラボ運営経費（委託料）：2,760千円
・コラボレーター誘致企画および新プロダクト創出支援経費（負担金）：7,700千円
・資料収集およびアーカイブサイト構築経費（負担金）：6,000千円
・協議会運営支援業務経費（委託料）：6,000千円

2 2,500千円ネイティブテキスタイルのPRのため、ミラノサローネ（イタリア）へ出展するもの。実際の出展は２年目とし、初年度は出展企画の準備
をするもの。
・出展企画経費（負担金）：2,500千円

3 1,600千円小中学生向けに染色や織りのワークショップを企画し実施するもの。
・プログラム企画運営経費（負担金）：1,600千円

1 10,000千円既存の広川町移住定住促進センター兼滞在交流施設本体と倉庫、および広川町ものづくり研究所の機能を強化するもの。
・倉庫への水道敷設、断熱区画設置、空調設備設置および電気設備工事経費（委託料）：6,000千円
・什器等の備品設置経費（委託料）：2,000千円
・設計施工監理経費（委託料）：2,000千円
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＜2026年度（２年目）＞     ※２年目以降の交付額が担保されるわけではありません。

年 月 年 月 年 月 年 月 年 月

＜2027年度（３年目）＞     ※２年目以降の交付額が担保されるわけではありません。

年 月 年 月 年 月 年 月 年 月

事業開始時期 事業終了時期 予算計上時期① 予算種別① 予算計上時期② 予算種別② 予算計上時期③ 予算種別③

2026 4 2027 3 2026 3 当初

交付対象事業経費 32,570千円

交付対象事業におけるソフト事業経費 要素事業数 3 計 32,570千円

ネイティブテキスタイル・ラボラトリー構築事業 関連するKPI ①、②、③、④

海外プロモーション事業 関連するKPI ①、②、④

小中学生向け人材育成事業 関連するKPI ⑤、⑥

交付対象事業における施設整備・事業設備・備品経費 要素事業数 計 0千円

事業開始時期 事業終了時期 予算計上時期① 予算種別① 予算計上時期② 予算種別② 予算計上時期③ 予算種別③

2027 4 2028 3 2028 3 当初

交付対象事業経費 32,570千円

交付対象事業におけるソフト事業経費 要素事業数 3 計 32,570千円

ネイティブテキスタイル・ラボラトリー構築事業 関連するKPI ①、②、③、④

海外プロモーション事業 関連するKPI ①、②、④

小中学生向け人材育成事業 関連するKPI ⑤、⑥

交付対象事業における施設整備・事業設備・備品経費 要素事業数 計 0千円

全事業期間における本年
の位置付け

ラボラトリーにおけるコラボレーターの滞在制作を本格化させるともに、イタリア・ミラノサローネに出展して成果を広く世界にアピール
し、内外からの視察の問い合わせ件数を増やして伝達者とつながる年とする。くわえて、人材育成プログラムも充実させ、参加する
小中学生の研究成果を対外的に発表すべく促し、将来の担い手候補としていく。

1 20,270千円

企業や起業家などからコラボレーターを募り、滞在制作活動を誘致するとともに、新プロダクト創出に結びつけるもの。また、デザイ
ン資料やサンプル等を継続的に収集し、それらをアーカイブした英語・日本語の両方で閲覧出来るウェブサイトを運営するもの。
・ネイティブテキスタイルラボ運営経費（委託料）：6,120千円
・コラボレーター誘致企画および新プロダクト創出支援経費（負担金）：6,750千円
・協議会運営支援業務経費（委託料）：7,400千円

2 10,050千円ネイティブテキスタイルのPRのため、ミラノサローネ（イタリア）へ出展するもの。
・出展企画および出展者スタッフ旅費経費（負担金）：8,550千円
・町長トップセールス旅費：1,500千円（旅費対象者：町長および随行職員2名（商工観光担当・地方創生担当））

3 2,250千円小中学生向けに染色や織りのワークショップを企画し実施するもの。また、参加者の研究成果を発表するもの。
・プログラム企画運営経費（負担金）：2,250千円

全事業期間における本年
の位置付け

ラボラトリーにおけるコラボレーターの滞在制作を常態化させるとともに、イタリア・ミラノサローネに出展して、さらに広く世界にアピー
ルする。内外からの視察を増やして伝達者を広げる年にする。くわえて、人材育成プログラムも充実させ、小中学生の参加者が発表
する研究成果でコンクール等で受賞を受けるなど、担い手育成において実績を作る年とする。

1 20,270千円
ラボラトリー施設の運営、企業や起業家からコラボレーターの滞在制作活動の誘致および新プロダクト創出支援を行うもの。
・ネイティブテキスタイルラボ運営経費（委託料）：6,120千円
・コラボレーター誘致企画および新プロダクト創出支援経費（負担金）：6,750千円
・協議会運営支援業務経費（委託料）：7,400千円

2 10,050千円ネイティブテキスタイルのPRのためにイタリア、ミラノサローネへ出展するもの。
・出展企画および出展者スタッフ旅費経費（負担金）：8,550千円
・町長トップセールス旅費：1,500千円（旅費対象者：町長および随行職員2名（商工観光担当・地方創生担当））

3 2,250千円小中学生向けに染色や織りのワークショップを企画し実施するもの。また、参加者の研究成果を発表するもの。
・プログラム企画運営経費（負担金）：2,250千円
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＜2028年度（４年目）＞     ※２年目以降の交付額が担保されるわけではありません。

年 月 年 月 年 月 年 月 年 月

＜2029年度（５年目）＞     ※２年目以降の交付額が担保されるわけではありません。

年 月 年 月 年 月 年 月 年 月

事業開始時期 事業終了時期 予算計上時期① 予算種別① 予算計上時期② 予算種別② 予算計上時期③ 予算種別③

交付対象事業経費 0千円

交付対象事業におけるソフト事業経費 要素事業数 計 0千円

交付対象事業における施設整備・事業設備・備品経費 要素事業数 計 0千円

事業開始時期 事業終了時期 予算計上時期① 予算種別① 予算計上時期② 予算種別② 予算計上時期③ 予算種別③

交付対象事業経費 0千円

交付対象事業におけるソフト事業経費 要素事業数 計 0千円

交付対象事業における施設整備・事業設備・備品経費 要素事業数 計 0千円

全事業期間における本年
の位置付け

全事業期間における本年
の位置付け
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